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経済学との出会い

ーー経済学部を選ばれた理由を教えてください。

臼井 大学の教養学部で国際関係論を勉強したい
と思っていたこともありますが、 大学1年生のと
きにミクロ経済学に出会い、「人々の意思決定の
仕方を考える学問」と・して典味を持ちました。 そ
れに、 一つの学問を掘り下げて勉強したほうがよ

いとの周囲のアドバイスもあり、 経済学部に進む
ことにしました。

経済学部の3年生のとき、 石川経夫先生のゼミ
に入りました。 石川先生は、 ゼミの内容をフレキ
シブルに私たちの関心に合わせてくださいました。

当時、 国立大学の授業料値上げが問題になってい
て、 学生による反対運動がありました。 しかし私

は、 賛否どちらが正しいのか明快には確倍できま
せんでした。 大学の運営は税金で補助されている

ため、 授業料を据え置くと学生は安く授業を受け

られます。 一方、 大学に行く機会がなかった人た
ちも税金を払っています。 それでは、 大学で学ぶ
比較的恵まれた人たちを優遇することになるので
はないか。 どういう政策が一番妥当なのか、 疑問
を石川先生にぶつけたところ、 その問題に関連す

る本をゼミで読むことになりました。
ペイトン ・ ヤングのEquity : In Theory and 

Practice (Princeton University Press, 1994年）と、

高等教育を税金と授業料のどちらで賄うかをモデ
ルを構築してシミュレー ション分析しているジョ

ン ・ クリ ー デイ ー のThe Economics of Higher
Education (Edward Elgar Publishing, 1995年）を
読みました。 ゼミでの経験を通じて、 モデルの構
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バレット先生は、 女性研究者のためのCSWEP

(Committee on the Status of Women in the 

Economics Profession)の設立にもかかわったこ

とがありました。 ファイティングスピリット旺盛

な方で、しかも、「若い女性研究者を助けるのが私

たちの役割だ」という気持ちを持っていらっしゃ

いました。 彼女は、 かつてアラブのプリンスとそ

のボディー ガ ー ドを一緒に教えたことがあるとの

ことでしたが、 プリンスは優秀な成績だったけれ

ども、 ボデイー ガ ー ドは悪かった。 そこで、 個別

にボディー ガー ドを呼んで面談し、 本当はもっと

優秀な成績をとれるのに実力を隠していたことを

白状させたとのことでした。 赤いスー ツを着て、

学内を闊歩していた彼女の姿が懐かしいです。

日本では、 青木玲子先生が女性研究者の地位を

向上させようと取り組んでおられます。 あるとき、

CSWEPのことをお話ししたら、 しばらくしてJ

WENを立ち上げられ、 その行動力に驚きました。

そういう方々にめぐり会い助けられて、 本当に感

謝しています。

2014年1 月に、J-WENのメンバーである大野由

夏先 生 に勧め ら れ、 ア メ リ カ 経 済 学 会 で の

CSWEPのメンタリング ・ ワ ー クショップに参加

し、 若手の先生たちにどういう指導をしているの

かを実際に見てきました。 そして、 H本とアメリ

カでは女性研究者の層の厚さが違うことを痛感し

ました。

私は、 名古屋大学で6年間勤めましたが、 その

間に子どもが生まれました。 子どもが6カ月のと

きに仕事に復帰しましたが、 母乳育児を続けてい

ました。 舟乳育児をしていると朝から晩まで休み

なく働くことが困難でしたので、 時間の融通がき

く業務に変更していただいたこともありました。

また、 保育園や学童保育があり、 子どものいる教

員にとって働きやすい環境が整えられています。

かつて理系の女性の先生で尽力された方々がいら

したとうかがっておりますので、 自分の研究時間

を削ってでも後輩女性のために努力された先輩に

感謝しています。
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女子学生の経済学への関心を高め
ること

臼井 ハ ーバー ド大学のクロ ー デイア ・ ゴー ルデ

ィン先生は、 最近、 アメリカの経済学部における

女子学部生の割合を増やす方法に関心を払うこと

が大切だと言っておられます。 日本においては、

平成25年度の学部別の女子学生の比率は、 経済学

部は24.1%、 法学部は29.8%、 商学部は31.8%、

社会学部は47.9%です。 大学をめざす高校生に、

もっと経済学の面白さをアピー ルするような工夫

が必要だと思います。

アメリカでは、 SAT (大学進学適性試験）など

問題を作成する際、 人種や性別で不公平にならな

いよう気をつけているようです。 黒人の社会で生

きてきた人には解きにくいような出題を避けるな

どの配慮をするようです。 そういう受験者の置か

れてきた状況に対処する工夫が、 実は高校生の学

部選択の際に影響を与えるにおいても重要かもし

れません。

例えば、 高校の物理の先生が、 身体の小さい千

代の富士がなぜ大きい小錦を倒せるのかという試

験問題を出したとします。 物理の試験ですので、

本来、 物理の理解 度を問うはずなのですが、 相撲

のルー ルを知っているか否かで正答できるかに差

が出てきてしまうかもしれません。 つまり、 本来

の趣旨以外の事情に影響を受けることがないよう

な配慮が必要だと思います。
ー一何かちょっとしたことで、 女性が避ける分野が生

じるかもしれず、 そこに経済学が含まれているのかも

しれないということですね。

臼井 18歳という若い段階で、 何を専攻するかを

決めることになるので、 そうした判断の前の段階

でなるべく経済学に興味を持ってくれる女子高生

を増やすことが大切かもしれません。 そして、 い

かに優秀な女性にもっと多く経済学部に来てもら

うかが今後の課題なのではないかと思います。

―ありがとうございました。

［収録日： 2014年11月18日］
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